
「
獨
往
の
書
」-
八
一
の
手
紙
編-

２
０
２
２
年
度
夏
季
企
画
展

新
潟
市
會
津
八
一
記
念
館
所
蔵

『
會
津
八
一
名
品
５
０
選
』
発
刊
記
念

作
品
解
説
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
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は
じ
め
に

會
津
八
一
生
誕
１
４
０
年
事
業
と
し
て
２
０
２
２
年
３
月
に
制
作

し
た
当
記
念
館
所
蔵
品
図
録
「
會
津
八
一
名
品
５
０
選
」
の
発
刊
を

記
念
し
、
夏
季
企
画
展
は
會
津
八
一
の
手
紙
を
中
心
に
構
成
し
ま
す
。

八
一
は
生
涯
で
２
万
通
を
超
え
る
手
紙
を
書
く
ほ
ど
、
筆
ま
め
な

人
で
し
た
。
八
一
の
手
紙
に
は
、
彼
の
人
柄
、
生
活
、
処
世
、
学
芸

に
対
す
る
主
張
な
ど
が
滲
み
出
て
お
り
、
そ
の
卓
越
し
た
文
章
力
と

筆
跡
の
美
し
さ
が
相
ま
っ
て
異
彩
を
放
っ
て
い
ま
す
。

本
展
覧
会
で
は
、
作
品
を
意
識
し
て
記
し
た
書
簡
「
與
奥
田
勝

書
」
「
歌
を
よ
む
に
は
」
「
中
田
瑞
穂
宛
書
簡
」
や
、
八
一
の
感
情

が
強
烈
に
表
れ
た
私
信
ま
で
一
堂
に
展
示
い
た
し
ま
す
。
そ
こ
か
ら

浮
か
び
上
が
る
八
一
の
芸
術
観
や
人
生
論
、
そ
の
他
、
激
励
や
謝
辞
、

説
教
な
ど
日
常
の
八
一
の
さ
ま
ざ
ま
な
内
面
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
今
年
は
、
大
正
時
代
末
か
ら
八
一
を
支
援
し
た
古
美
術
評

論
家
・
料
治
熊
太
（
１
８
９
９
～
１
９
８
２
年
）
の
没
後
４
０
年
に

当
た
る
こ
と
か
ら
、
料
治
と
の
交
流
を
し
の
ぶ
手
紙
や
資
料
も
併
せ

て
陳
列
い
た
し
ま
す
。

２
０
２
２
年
７
月

新
潟
市
會
津
八
一
記
念
館
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は
じ
め
に

２
㌻

目
次
と
凡
例

３
㌻

第
1
章
『會
津
八
一
名
品
50
選
』に
掲
載
さ
れ
た
書

５
㌻

第
２
章

八
一
の
手
紙

13
㌻

第
3
章

新
収
蔵
品
（
２
０
２
１
年
度
）

57
㌻

第
4
章

没
後
40
年

料
治
熊
太
と
會
津
八
一

66
㌻

【参
考
】
會
津
八
一
の
手
紙
に
み
る
封
筒
の
書
き
方

75
㌻

出
品
リ
ス
ト

77
㌻

【目
次
】

【凡
例
】

・
こ
の
冊
子
は
、
新
潟
市
會
津
八
一
記
念
館
２
０
２
２
年
度
夏
季
企
画
展
「獨
往
の
書

ー
八
一
の

手
紙
編
ー
」の
展
示
作
品
お
よ
び
関
連
資
料
を
図
版
と
解
説
で
紹
介
し
た
も
の
で
す
。

・書
簡
の
原
文
に
あ
る
旧
字
体
は
、
新
字
体
に
改
め
ま
し
た
。
ま
た
、
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
、

原
文
に
は
な
い
句
読
点
を
釈
文
に
入
れ
て
い
ま
す
。

・
75
㌻
の
「参
考
：會
津
八
一
の
手
紙
に
み
る
封
筒
の
書
き
方
」は
、
會
津
八
一
記
念
館
特
別
展

『逆
境
か
ら
の
再
出
発
』（２
０
０
０
年
）に
掲
載
し
た
図
版
と
釈
文
を
転
載
し
ま
し
た
。
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『會津八一名品５０選』に
掲載された書

會津八一記念館の収蔵品は、歌人、書家東洋

美術史学者として知られる會津八一（１８８１

～１９５６）の書画、原稿、書簡、遺品など

１２，０００点余りに及びます。その中から

５０点を厳選したのが、本年春に刊行した

『會津八一名品５０選』です。

八一の書は、漢詩・自詠歌・画賛・書簡その

他、題材が多岐にわたっています。

それら全てに通じるのは、作品に八一の学芸

と人格が色濃く反映している点です。古典の字

形や筆遣いに捉われがちな専業の書家とは異な

り、八一の書は、彼の人間性を垣間見ることが

でき、まさに文芸をたしなむ風雅な文人の書そ

のものと言えます。

この章では、そのような八一の書の魅力を紹

介します。

第1章

5
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《
壽
》 

 

【
書
】
昭
和
21
（
１
９
４
６
）
年
以
降
〈
65
～
75
歳
〉 

 

 

壽
こ
と
ぶ
き 

 秋
艸
道
人 

   

一
字
の
み
の
書
は
漢
字
の
も
つ
構
造
、
造
形
性
が
強
調
さ
れ
る
。
會
津
八

一
の
場
合
、
数
や
種
類
は
多
く
な
い
が
、｢

無｣
｢

心｣
｢

夢｣

な
ど
を
揮
毫
し
て

い
る
。 

八
一
は
講
演
「
書
道
に
つ
い
て
」
で
自
身
の
書
に
つ
い
て
「
全
面
積
を
ユ

ニ
フ
ォ
メ
テ
ィ
ー
（
均
一
）
に
書
く
實 じ

つ

用
的
な
書
道
と
い
ふ
も
の
が
あ
り
、

そ
れ
に
慊

あ
き
た

ら
な
い
も
の
が
そ
こ
に

リ
ズ
ム
を
求
め
て
不
平
均
を
芸
術

げ
い
じ
ゅ
つ

と
し

て
ゐ
る
」
と
述
べ
る
。 

本
作
品
は
右
上
が
り
の
横
線
が
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
書
か
れ
て
い
る
。  

第
１
章 

『
會
津
八
一
名
品
50
選
』
に
掲
載
さ
れ
た
書 

 


